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農
山
村
へ
向
か
う
若
者
た
ち｣

に

　
　
　
　
　
　
必
要
な
教
育
と
支
援

　

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の

長
引
く
経
済
不
況
と
大
卒
者
の
就
職
難
に
よ

り
、
若
年
層
内
で
雇
用
や
所
得
の
格
差
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
が
突
き
つ
け
た
都
市
生
活
の
快
適
性

や
巨
大
技
術
神
話
の
危
う
さ
。
そ
れ
ら
に
比
し

て
被
災
地
の
土
地
に
根
ざ
し
て
生
き
る
人
々
の

強
さ
と
農
山
漁
村
文
化
の
回
復
力…

。
こ
う
し

た
情
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
今
、
地
方
へ

と
向
か
う
若
者
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
最
先
端
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
済
的
成
功
よ
り

も
、
自
然
と
共
生
し
た
生
き
方
や
人
間
的
な
付

き
合
い
の
中
に
社
会
的
帰
属
感
を
重
視
す
る
生

き
方
が
見
え
ま
す
。

　

昨
冬
に
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ
『
遅
咲
き
の
ヒ

マ
ワ
リ
』
で
は
、
東
京
か
ら
四
国
の
山
村
へ
飛

び
込
ん
だ｢

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員｣

を
人
気
俳

優
が
演
じ
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
１
月

に
東
京
で
開
催
さ
れ
た｢

地
域
お
こ
し
協
力
隊

全
国
合
同
説
明
会｣

に
は
36
自
治
体
が
参
加
し
、

会
場
は
若
者
の
熱
気
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

総
務
省
が
地
方
交
付
税
の
財
源
措
置
に
よ
っ

て
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊｣｢

集
落
支
援
員｣

の
支
援
を
始
め
た
の
も

２
０
０
８
年
度
で
し
た
。
月
額
15
〜
20
万
円
の

給
与
と
自
治
体
か
ら
の
活
動
費
支
援
を
受
け
な

が
ら
１
年
間
（
最
長
３
年
間
）
の
任
務
に
就
く

若
者
た
ち
は
、
派
遣
地
に
住
み
込
み
、
集
落
活

動
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
２
０
１

２
年
度
に
は
全
国
で
１
７
３
自
治
体
４
７
３
人

（
岐
阜
県
内
で
は
７
自
治
体
42
人
）
が
活
動
中

で
す
。
全
体
の
８
割
は
20
〜
30
代
の
男
女
で
、

任
期
終
了
後
に
約
７
割
が
定
住
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
０
年
代
の
高
度
経
済
成
長
と
同
時
に

生
ま
れ
た｢

過
疎
問
題｣

に
対
応
す
る
た
め
、
国

は
４
次
に
わ
た
る
過
疎
対
策
法
を
も
と
に
地
方

の
定
住
条
件
整
備
や
農
林
業
振
興
な
ど
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
過
疎
化
の
進
行
に
歯
止
め
は

か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
大
学
農
学
部
教

授
で
過
疎
問
題
懇
談
会
（
総
務
省
）
委
員
の
小

田
切
徳
美
氏
は
、
こ
の
間
の
地
方
の
衰
退
を
、

１
９
７
０
年
代
の
「
ヒ
ト
の
空
洞
化
」＝
過
疎

問
題
、
１
９
８
０
年
代
の
「
土
地
の
空
洞
化
」

＝
耕
作
放
棄
地
問
題
、
１
９
９
０
年
代
の
「
ム

ラ
の
空
洞
化
」＝
限
界
集
落
問
題
と
整
理
し
、

さ
ら
に
２
０
０
０
年
代
か
ら
過
疎
集
落
の
「
誇

り
の
空
洞
化
」
が
始
ま
っ
た
と
警
告
し
て
い
ま

す
。「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」「
集
落
支
援
員
」

制
度
は
、
過
疎
対
策
を
「
補
助
金
か
ら
補
助
人

へ
」
と
大
転
換
し
、
若
者
と
の
交
流
に
よ
っ
て

「
誇
り
の
空
洞
化
」
を
防
ご
う
と
す
る
対
策
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

で
す
が
課
題
も
あ
り
ま
す
。
農
山
村
へ
向
か

う
若
者
た
ち
へ
の
教
育
研
修
や
支
援
シ
ス
テ
ム

が
未
だ
不
十
分
で
す
。
島
根
県
や
高
知
県
な
ど

過
疎
対
策
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
参
考
に
な
り
ま

す
。
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
岐
阜
県
の
専
門

教
育
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し
て
、
山
村
づ
く

り
講
座
を
中
心
に
、
農
山
村
へ
の
支
援
・
定
住
・

起
業
を
目
ざ
す
人
た
ち
へ
の
実
践
的
な
教
育
や

支
援
を
行
う
こ
と
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

都
会
育
ち
の
若
者
た
ち
が
農
山
村
の
地
域
社

会
へ
入
る
際
に
は
、
い
ろ
い
ろ
勝
手
が
違
う
事

が
あ
り
、
身
に
付
け
て
お
く
と
役
立
つ
技
能
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
土
地
の
履
歴
を
読
み
解

く
」
た
め
の
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
両
面
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
現
状
把
握
力
と
、「
地
域
の

方
々
の
心
情
を
理
解
す
る
」
た
め
の
「
聞
き
書

き
」
や
「
地
元
学
」
な
ど
の
質
的
調
査
法
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
２
大
別
で
き
ま

す
。

　

地
域
へ
入
る
若
者
た
ち
は
、
先
ず
土
台
と
な

る
「
仲
間
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
次
に
地
域

を
元
気
に
す
る
「
事
業
お
こ
し
」
を
展
開
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
山
村
づ
く
り
講
座
で
は
、

「
仲
間
づ
く
り
」
を
主
眼
と
し
た
身
近
な
里
山

整
備
や
集
落
支
援
活
動
な
ど
の
実
習
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
農
山
村
サ
ポ
ー
タ
ー

交
流
会
in
岐
阜
」（
２
０
１
３
年
３
月
）
を
主

催
し
て
、
県
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
地
元

若
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
支
援
し
て

い
ま
す
。「
事
業
お
こ
し
」
の
た
め
の
基
礎
科

目
「
地
域
調
査
法
／
計
画
法
」「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
技
術
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
起

業
演
習
」
等
の
ほ
か
、
山
村
づ
く
り
講
座
の
２

年
間
で
学
べ
る
【
農
山
村
の
生
活
技
術
50
】
を

精
選
し
て
地
域
と
連
携
し
た
実
習
機
会
も
提
供

し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
若
者
た
ち
は
地
方
へ
向
か
う
の
か

過
疎
対
策
の
大
転
換
〜

総
務
省
の｢

地
域
お
こ
し
協
力
隊｣

今
、
必
要
と
さ
れ
る
教
育
研
修
と

支
援
シ
ス
テ
ム
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